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令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
、
８
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
25
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

駒小体育館新築工事に大  幅補正　工期遅れか
令和元年度　一般会計補正予算

　歳入歳出それぞれ１億１４８８万円を追加しました。駒小体育館の改築・道路の補
修や改良を進めるほか、計画の見直しや新規事業も行います。

　増築工事に伴い、新たに既存配管
の切り回し工事が発生したことによ
るもの。

　令和２年度の保健センター内での
開設に伴う、レイアウト変更や各種
備品などに要する経費。

　大型車・バスなどが駐車できるよ
うに、駒寄ライスセンター跡地を舗
装するもの。

　基礎くいなどの設計変更によるも
の。増額により新たに１４９０万円
の借り入れを行います。

順調に工事が進んでいる 工期内での完成を望む

切れ目のない子育て支援を 利便性向上で、東の玄関口の魅力アップを

吉中校舎増築工事
（３６３万円）

子育て世代包括
支援センター開設準備

（４２７万円）

道の駅よしおか温泉
駐車場整備工事
（４００万円）

駒小体育館新築工事
（１９９１万円）

新規 増額

増額増額
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駒小体育館新築工事に大  幅補正　工期遅れか
【新規】
○明小昇降車 ･･････････････････････････････････････････････１５５万円
　明小に、車椅子に乗ったままで階段を昇降する階段用リフトを購入
○豚コレラ侵入防止緊急支援事業補助金 ･･･････････････････３００万円

【増額】
○船尾滝周辺整備関係 ･････････････････････････････････････１００万円
○施設型給付費 ･････････････････････････････････････････ ５６１８万円
　園児数の増による公費負担金の増額
○機構改革に伴う電算機器設定変更・機器交換など ･･･････ ９３４万円
○道路の維持補修関係 ･････････････････････････････････････５０５万円

【新規・増額】
消費税増税による保育園・幼稚園の無償化な
どに伴う増額分 ･････････････３３３０万円
財政調整基金繰入金 ･････････５０１０万円
町債 ･･･････････････････････１７６０万円

  ここにも注目（歳出）主な歳入の補正

令和元年度　一般会計補正予算

　本会議で、議題に対する自身の賛否の意思を表明し、他の議員の賛同を
求めることができます。

 補正予算の委員会審査
→６ページ

　駒小体育館では、補正予算の議決を経ずに基礎くいの変更工事が行われ
ています。これは「後追い議決」となります。町が議会に提案し、議会で
議決されることによって執行されるのが本来のあり方。これが崩れると議
会不要論へとつながります。また、工事は卒業式・入学式に間に合わせる
ことが大前提。しかし、工期に間に合わないのではといった問題が出てい
ます。このまま進めていくと議会の存在意義が問われます。
　皆様の常識のある判断・同意をお願いし反対します。

　組織機構改革に伴う庁舎改修工事・器具購入。児童数増による施設型給
付費の増額。子育て世代包括支援センター開設準備のための保健センター
改修工事。道の駅よしおか温泉駐車場整備工事と、豚コレラ侵入防止緊急
支援事業補助金の交付。これらが主な歳出となりますが、いずれも緊急性・
必要性の高い重要な事業となっています。
　以上の理由から、今回の補正予算に賛成します。

　本会議と総務産業常任委員会で予算内容の説明と質疑により、その内容
が行政執行のため適切であると判断できます。また、駒小体育館新築工事
については、旧体育館解体後の跡地に、設計図にない長大なくいの存在が
判明。そのくいの撤去と地質調査の結果、新たに長大なくいが必要になり
ました。このくいの撤去から長大なくいの打ち込みまでの一連の工事が、
工事費増大の原因です。避けられなかった事象が発生したのだと思います。
　町民・児童・生徒のために、今回の補正予算が計画どおり執行できるこ
とを期待し賛成します。

反  

対

賛  

　
　
成

小
こ い け

池 春
は る お

雄 議員

村
む ら こ し

越 哲
て つ お

夫 議員

飯
い い づ か

塚 憲
け ん じ

治 議員

討 論
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賛成討論

関
連
記
事
→
６
ペ
ー
ジ

　

手
話
言
語
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、
尽
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
手

話
を
広
げ
る
た
め
、

皆
と
一
緒
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

  手話言語条例を可決
全ての町民が共に生きる地域社会の実現へ向けて

社会福祉協議会で行われている手話講座

岩
い わ ざ き

﨑 信
の ぶ ゆ き

幸 議員

　この条例はろう者の皆様の
人権を尊重し、日常生活や社
会生活を安心して送れること
を目指しており、制定される
ことは全ての関係者の悲願で
す。関係各位の協力により、
ようやくここまで来ることが
できました。この条例の制定
によって聴覚障害者のみなら
ず全ての障害者が、差別なく
自由に暮らせる世の中、互い
に共存共栄ができる社会にな
ることを望みます。
　全議員の賛同を願い、賛成
します。

本
会
議
質
疑

第
６
条
に
、
事
業
者

は
ろ
う
者
が
働
き
や

す
い
環
境
の
整
備
な
ど
に

努
め
る
と
あ
る
が
、
事
業

者
へ
の
周
知
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
な
ど
へ
掲
載
、
商

工
会
を
通
じ
て
チ
ラ
シ
な

ど
の
配
布
、
商
工
会
未
加

入
の
事
業
所
に
つ
い
て
は

検
討
中
。

第
８
条
に
町
民
が
手

話
を
学
ぶ
機
会
の
確

保
、
第
９
条
に
学
校
教
育

に
お
け
る
手
話
の
理
解
と

普
及
と
あ
る
が
、
具
体
的

な
実
施
は
。

町
民
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し

て
講
座
を
実
施
。
今
後
は

参
加
者
増
を
考
え
た
い
。

ま
た
学
校
で
は
、
各
校
と

も
年
２
回
の
学
習
を
実
施
。

今
後
も
継
続
予
定
。

県
の
条
例
と
比
べ
て 

簡
略
し
過
ぎ
て
い
な

い
か
。

ま
ず
は
手
話
に
関
す

る
基
本
理
念
を
条
例

で
定
め
、
細
部
に
つ
い
て
は 

今
後
、
検
討
協
議
し
た
い
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
、
今
回

の
件
数
と
検
討
期
間
は
。

今
回
は
０
件
。
意
見

が
あ
れ
ば
11
月
中
旬

か
ら
半
月
ほ
ど
の
検
討
期

間
が
あ
っ
た
。

第
10
条
で
、 

災
害
時

に
お
い
て
、
ろ
う
者

に
情
報
の
取
得
や
支
援
に

必
要
な
措そ

ち置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
。

こ
の
条
例
を
も
と
に

こ
れ
か
ら
進
め
る
。

第
11
条
で
、
必
要
な

財
政
上
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
と
あ
る

が
、
令
和
２
年
度
の
予

算
に
は
何
か
考
え
て
い
る

か
。

可
決
後
に
担
当
課
と

協
議
。

「吉岡町ろう者の会」

佐
さ と う

藤 政
ま さ つ ぐ

次さん
（上野田）

提
案
理
由

　
手
話
に
関
す
る
基
本
理
念
を
条

例
で
定
め
、
町
民
の
手
話
へ
の
理

解
と
普
及
を
図
る
た
め
。

条
文
（
一
部
抜
粋
）

（
目
的
）

第
１
条　
こ
の
条
例
は
、
手
話
が

言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

手
話
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

町
の
責
務
並
び
に
町
民
及
び
事
業

者
の
役
割
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
手
話
へ
の
理

解
及
び
手
話
の
普
及
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
手
話
の
使
い
や
す

い
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
全

て
の
町
民
が
共
に
生
き
る
地
域
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
２
条　
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外

の
者
が
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
ろ
う
者
の
意

思
疎
通
を
行
う
権
利
を
尊
重
し
、

手
話
の
普
及
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
全
12
条
）

答答

答答答答

問

問問問

問問

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他
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関
連
記
事
→
６
ペ
ー
ジ

令
和
２
年
度
に
向
け
た

条
例
な
ど
の
整
備   

４月の組織機構改革により９課に再編される

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一般会計 １億１４８８万円 ８１億９２３０万円

特
別
会
計

公共下水道事業 ５１万円 ４億９７５７万円

国民健康保険事業 ３万円 １８億３６６４万円

農業集落排水事業 １０万円 １億８７２５万円

介護保険事業 △１１０万円 １４億８８６９万円

後期高齢者医療事業 １４１７万円 ２億　４６０万円

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 ３９万円 ４億１１１０万円

資本的収支 　　△２５万円 ２億６４７０万円

１２月議会　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

組
織
機
構
改
革
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
令
和
２
年
度
に
向
け
て

平
成
19
年
４
月
の
機
構
改

革
以
来
の
、
役
場
全
体
に

わ
た
る
機
構
改
革
を
実
施

し
ま
す
。
吉
岡
町
を
含
め

自
治
体
を
取
り
巻
く
現
状

と
、
今
後
を
見
据
え
た
な

か
で
の
再
編
で
す
。
町
長

部
局
の
課
は
６
か
ら
９
課

に
再
編
。
室
制
度
は
18
室

か
ら
20
室
に
再
編
、
組
織

体
制
の
強
化
を
目
的
に
、

係
制
を
設
け
42
係
を
想
定
。

新
体
制
の
中
、
今
後

の
業
務
の
あ
り
方
と

自
分
の
立
場
に
対
す
る
意

識
を
植
え
付
け
る
策
は
。

余
念
な
き
よ
う
準
備

を
進
め
る
。

※１
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
と
地
方
自

※１
会
計
年
度
任
用
職
員

臨
時
・
非
常
勤
職
員
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
行
わ
れ
、
適
正
な
任
用
・
勤

務
条
件
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
の
新
制

度
で
１
年
度
ご
と
に
任
用
す
る
も
の
。

※２
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定

な
ど
の
適
用

下
水
道
事
業
で
健
全
性
・
透
明
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
上
水
道
事
業
と
同
じ

企
業
会
計
に
移
行
す
る
。

ミ
ニ
解
説

治
法
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

の
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例

　
専
門
的
な
知
識
経
験
を

有
す
る
人
を
期
間
を
限
っ

て
、
職
員
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

も
の
で
す
。

現
在
、
該
当
す
る
職

員
は
い
る
の
か
、
ま

た
、想
定
さ
れ
る
職
種
は
。

該
当
す
る
職
員
は
い

な
い
。
制
度
的
に
は
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

職
員
が
欠
け
た
場
合
と
、

Ｉ
Ｔ
関
連
の
業
務
や
資
格

が
必
要
な
職
種
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例

　
現
在
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
東
側
で
進
め
て
い
た
、

用
途
地
域
の
指
定
に
合
わ

せ
て
地
区
計
画
を
定
め
る

も
の
で
す
。
建
築
基
準
法

に
基
づ
き
地
域
内
の
建
物

の
制
限
を
定
め
る
こ
と
で
、

健
全
な
都
市
機
能
と
都
市

環
境
を
確
保
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

　
公
共
下
水
道
事
業
お
よ

び
農
業
集
落
排
水
事
業
に
、

※２
地
方
公
営
企
業
法
の
財

務
規
定
な
ど
を
適
用
す
る

も
の
で
す
。

答

答

問

問

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
他
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園児増により給付費が増加している

の
補
修
工
事
。

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

条
例
の
目
的
と
内
容

は
。

町
都
市
計
画
に
基
づ

き
、
建
物
の
機
能
的

な
集
合
を
図
る
た
め
。

　
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
東

周
辺
お
よ
び
吉
岡
バ
イ
パ

ス
沿
線
地
域
内
の
用
途
を

定
め
る
。

組
織
機
構
改
革
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

改
革
に
伴
い
、
男
女

共
同
参
画
を
具
現
化

す
る
方
策
は
。

主
管
を
住
民
課
と

し
、
多
岐
に
わ
た
る

内
容
を
各
課
と
連
携
し

て
、
目
的
の
達
成
を
考
え

て
い
る
。

新
設
の
産
業
観
光
課

の
業
務
に
、
商
工
労

働
に
つ
い
て
明
記
し
た
目

的
は
。各

種
産
業
に
働
く
人

の
環
境
改
善
を
行

い
、
産
業
発
展
に
資
す
る

こ
と
。
ま
た
、
地
域
の
雇

用
創
出
を
進
め
、
人
口
の

定
着
化
も
図
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員

に
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

と
パ
ー
ト
が
あ
る
。
賃
金

は
、
そ
れ
ぞ
れ
給
料
と
報

酬
に
な
り
、
常
勤
職
員
と

同
じ
給
料
表
に
基
づ
き
支

給
さ
れ
、
職
種
や
経
験
な

ど
も
考
慮
さ
れ
る
。
ま

た
、
期
末
手
当
も
支
給
さ

れ
る
。

答答答

　
議
案
21
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

児
童
保
育
費
増
額
の

内
容
は
。

対
象
者
数
増
に
よ
る

施
設
型
給
付
費
の
増

額
。

組
織
機
構
改
革
に
伴

う
補
正
予
算
の
内
容

は
。

庁
舎
執
務
室
の
改
修
、

電
話
・
Ｐ
Ｃ
・
Ｊ 
ア

ラ
ー
ト
・
防
災
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
移
設
・
改
修
費
用
。

農
業
振
興
費
増
額
の

内
容
は
。

物
産
館
空
調
改
修
、

駐
車
場
・
駐
輪
場
の

舗
装
と
整
備
。

畜
産
振
興
費
の
内
容

は
。

豚
コ
レ
ラ
予
防
の
た

め
、
害
獣
侵
入
防
止

の
柵
建
設
支
援
費
。

道
路
維
持
補
修
工
事

の
内
容
は
。

降
雨
被
害
へ
の
対
応

な
ど
道
路
維
持
管
理

総務産業常任委員会

児童保育・
組織機構改革など

増額

　
議
案
４
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
会
か
ら
の
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

手
話
言
語
条
例

町
民
が
手
話
を
学
ぶ

機
会
を
ど
の
よ
う
に

設
け
る
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
た
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
が
あ
り
、
初

め
て
学
ぶ
人
を
対
象
に
入

門
編
と
、
さ
ら
に
発
展
し

た
基
礎
編
で
学
ぶ
。
昨
年

度
11
人
、
本
年
度
６
人
が

修
了
し
た
。

学
校
教
育
に
お
け
る

普
及
は
。

小
中
学
校
で
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間

の
中
で
体
験
授
業
を
実

施
。

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
繰
入
金
の

算
定
基
準
は
。

国
が
20
％
、
県
が
12
・

５
％
、町
が
12・５
％
、

調
整
交
付
金
と
し
て
国
か

ら
５
％
が
交
付
さ
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
で
普
通
徴
収
保

険
料
が
１
６
２
８
万

円
増
の
要
因
は
。

保
険
料
の
個
人
負
担

分
が
１
割
か
ら
２
割

に
増
え
た
た
め
。

問問問問

問問

問問

問

問

問問

問

答答答答

答

答

答

答答答

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

手
話
言
語
条
例
の
理
解
と
普
及
は

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望
書
（
要
約
）

　
１　
駒
小
体
育
館
の
工
期
内
完
成

　
２　
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
交
通
手
段
の
確
保
と
改
善

　
３　
保
育
園
・
学
童
保
育
の
待
機
児
童
の
解
消

　
４　
学
童
保
育
の
時
間
拡
充

　
５　
生
徒
・
児
童
に
対
す
る
就
学
援
助
の
周
知
と
拡
充

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他
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議案番号

議員名

議案名

結果 小
林
　
静
弥

冨
岡
　
栄
一

飯
塚
　
憲
治

葊
嶋
　
　
隆

富
岡
　
大
志

金
谷
　
康
弘

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

小
池
　
春
雄

山
畑
　
祐
男

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議案第78号 手話言語条例･･･４・６ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第65号 組織機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例･･･５・６
ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第66号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るた
めの関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例･･･成年被後見人等の欠格条項の削除など

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第67号 職員等の旅費に関する条例の一部改正･･･成年被後見人等の
関係法律の整備に伴う項ずれなど 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第68号 職員の給与に関する条例の一部改正･･･給与改定、期末手当
の引き上げなど 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第69号 特別職の職員の給与及び旅費支給条例の一部改正･･･期末手
当の引き上げ、旅費支給の鉄道賃の見直しなど 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第70号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正･･･期末手当の引き上げ、旅費支給の鉄道賃の見直しなど 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第71号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例･･･６ペ
ージ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第72号 会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する条例･･･５ペ
ージ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第73号 一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例･･･
５ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第74号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正･･･仕事と
家庭の両立支援のため、育児・介護を行う職員の早出遅出
勤務に関する規定の整備など

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第75号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正･･･議案第71
号・第73号の制定に伴う所要の改正 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第76号
職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改
正･･･公務執行中以外でも、明らかな過失がない事故の場合
などは、失職させないことができることとするもの

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第77号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例･･･地方公務員法等関係
法令の改正に伴う文言の改正など

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第79号 地区計画区域内における建築物の制限に関する条例･･･５・
６ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第80号
特定用途制限地域における建築物の制限に関する条例･･･都
市計画法に基づく特定用途制限地域の決定にあたり、建築
物の制限を定めるため

12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第81号 下水道事業の設置等に関する条例･･･５ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第82号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議･･･事務
組合による事務の共同処理を行う組織団体を追加するため 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第83号 令和元年度一般会計補正予算･･･２・３・５・６ページ参照 10 2 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × －

議案第84号 令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算･･･５ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第85号 令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算･･･５ページ
参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第86号 令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算･･･５ページ
参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第87号 令和元年度介護保険事業特別会計補正予算･･･５・６ページ
参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第88号 令和元年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算･･･５・６
ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第89号 令和元年度水道事業会計補正予算･･･５ページ参照 12 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

賛否一覧

定
例
会

条
例 

他

委
員
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審
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賛
否
一
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一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
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議員７人議員７人一般
質問

　一般質問は、執行機関が提出した議案と関係
なく、町の行政全般にわたって、議員個人が執行
機関に質問し、見解を求めるものです。
　吉岡町では、質問および答弁をあわせて、１人
６０分以内の持ち時間があります。

本会議の様子を生中継、
録画でも配信。

本会議の様子を生中継、
録画でも配信。

吉岡町議会 検 索アクセス方法は

■小林　静弥 議員（９ページ）	
１．台風１９号関連について
２．防犯関連について
３．学校教育現場関連について
４．成人式について

■岩﨑　信幸 議員（１０ページ）
１．教育行政を問う
２．防災対策について
３．スポーツ全般の施策を問う

■葊嶋　隆 議員（１１ページ）
１．福祉避難所について
２．指定避難所について
３．八幡山グラウンドの拡張事業について
４．林道粟籠・井堤線について

■金谷　康弘 議員（１２ページ）
１．渇水対策施設関連
２．文化財保護事業関連
３．防災関連
４．都市計画関連
５．デ・レイケ堰堤関連

■飯塚　憲治 議員（１３ページ）
１．駒小から町民グラウンド付近一帯における
　　雨水排水の対策、その後は
２．町道、河川における危険箇所の改善と町道
　　改良の方針は
３．公園の設備計画は

■飯島　衛 議員（１４ページ）
１．災害時の対応について
２．学校の ICT化について
３．児童館の老朽化対策は
４．デ・レイケ堰堤の観光資源としての活用を

■小池　春雄 議員（１５ページ）
１．選挙公約の実現
２．子育て支援
３．高齢者対策

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他
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現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
駒
小
体
育
館
新
築

工
事
の
進
捗
状
況
と
問
題

点
は
。教

育
委
員
会
事
務
局

長　
く
い
の
長
さ
と

基
礎
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、工
事
が
遅
れ
て
い
る
。

本
年
度
卒
業
式
、
来
年
度

入
学
式
が
新
体
育
館
で
行

え
な
い
可
能
性
が
生
じ
、

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
検
討
を
進
め

る
。

卒
業
式
、
入
学
式
に

間
に
合
わ
な
い
な
ら

ば
、
児
童
や
保
護
者
に
対

し
て
納
得
が
得
ら
れ
る
説

明
が
必
要
と
思
う
が
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
10
月
末
に
お
知

ら
せ
を
配
付
。
12
月
に
６

年
生
保
護
者
へ
の
卒
業
式

の
説
明
会
の
中
で
説
明
を

す
る
。成

人
式
に
関
し
て
、

町
長
と
新
成
人
達
が

直
接
話
を
交
え
る
よ
う
な

機
会
を
つ
く
る
の
は
。

町
長　
貴
重
な
意
見

と
し
て
預
り
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

町
内
に
戻
っ
て
き
た

い
若
者
が
６
割
弱
と
の
こ

と
だ
が
。

総
務
政
策
課
長　

「
地
域
を
誇
り
に
思

い
、
魅
力
を
発
信
す
る
町

づ
く
り
」
の
一
つ
の
結
果

で
あ
り
、大
変
喜
ば
し
い
。

駒
小
に
７
台
、
吉
中
に
11

台
。
職
員
室
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
録
画
が
可
能
。
必

要
に
応
じ
て
配
置
を
見
直

す
。

台
風
19
号
を
振
り
返

っ
て
み
て
、
得
ら
れ

た
教
訓
や
課
題
は
。

町
民
生
活
課
長　
職

員
一
人
一
人
が
、
災

害
に
対
す
る
意
識
や
備
え

を
十
分
持
ち
、
自
治
会
や
住

民
へ
防
災
・
減
災
を
周
知

す
る
。
ま
た
、
来
年
度
見

直
し
予
定
の
地
域
防
災
計

画
で
、
今
回
の
反
省
点
や
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
た
い
。

台
風
19
号
で
の
避
難

状
況
と
問
題
点
は
。

町
民
生
活
課
長　
10

月
12
日
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社
会
体

育
館
で
合
計
17
世
帯
45
人

が
避
難
。社
会
体
育
館
で
、

避
難
所
の
開
設
準
備
に
苦

慮
と
の
話
が
あ
り
、
今
後

に
つ
な
げ
た
い
。

友
好
自
治
体
を
増
や

す
と
い
う
考
え
は
。

町
長　

近
隣
だ
け
で

な
く
友
好
関
係
を
築

く
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で

あ
り
、増
や
し
て
い
き
た
い
。

「
振
り
込
め
詐
欺
の

電
話
に
注
意
」
の
放

送
が
続
い
て
い
る
が
。

町
民
生
活
課
長　
吉

岡
町
で
発
生
す
る
と

渋
川
警
察
署
か
ら
依
頼
が

あ
り
、
住
民
に
注
意
喚
起

の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
状
況
は
。

町
民
生
活
課
長　
防

犯
灯
は
１
１
１
０
基

を
設
置
。
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

さ
れ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ

ラ
は
44
台
を
設
置
。
さ
ら

に
４
台
を
予
定
。

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

明
小
に
11
台
、

答

答答

答答

答答

答答

答

台風１９号で
得た課題は

避難所として見直しが望まれる（社会体育館）

答

問

問問

問問

問問

問問

問
 　 「地域防災
 　計画」に
　 活かしたい

小
こ ば や し

林  静
し ず や

弥 議員

録画映像は
こちらをCHECK

　  

工
期
変
更
の
調
整
が
必
要

駒
小
体
育
館
新
築
工
事
の
進
捗
状
況
は

答

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
他
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防
災
士
の
育
成
と
補

助
で
の
支
援
を
求
む
。

町
民
生
活
課
長　
自

主
防
災
組
織
を
支
え

て
頂
く
よ
う
周
知
支
援
す

る
。

応
急
修
理
費
支
援
の

制
度
づ
く
り
を
。

町
民
生
活
課
長　
県

が
３
分
の
２
、
市
町

村
が
３
分
の
１
を
負
担
す

る
支
援
制
度
で
対
応
す

る
。

罹り

さ

い災
証
明
書
の
判
断

区
分
は
明
確
か
。
職

員
の
配
置
は
適
切
か
。

財
務
課
長　
国
の
基

準
や
指
針
を
踏
ま
え

人
員
を
確
保
し
、
発
行
事

務
を
円
滑
に
行
う
。

｢

災
害
廃
棄
物
処
理

計
画｣

へ
の
対
応
は
。

町
民
生
活
課
長　
未

策
定
で
あ
る
。
県
や

教
育
委
員
会
と
し

て
、
学
校
側
と
ど
の

よ
う
に
向
き
合
う
か
。

教
育
長　

本
年
度
発

足
し
た
、
地
域
住
民

の
代
表
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
行
政

の
代
表
・
学
校
管
理
職
か

ら
な
る
「
学
校
運
営
協
議

会
」と
協
力
し
、対
応
す
る
。

教
育
長
と
し
て
、
教

育
に
対
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

多
様
な
課

題
や
困
難
を
生
き
抜

く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、

学
ん
で
い
る
と
直
感
で
き

る
教
育
を
当
た
り
前
に
行

え
る
学
校
を
目
標
と
す
る
。

生
徒
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
、
理
想

的
な
部
活
動
の
在
り
方
は
。

教
育
長　
教
員
と
共

に
、
地
域
の
人
々
の

協
力
と
、
社
会
教
育
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
運
営
す

る
の
が
理
想
。

｢

総
合
教
育
会
議｣

で
の
議
題
と
取
り
組

み
は
。教

育
委
員
会
事
務
局

長　
本
年
度
の
総
合

教
育
会
議
は
、
10
月
に
開

催
。
吉
岡
町
教
育
大
綱
の

各
基
本
方
針
に
係
る
令
和

元
年
度
の
主
要
事
業
に
つ

い
て
の
報
告
、
教
職
員
の

多
忙
化
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換

を
実
施
。

学
校
の
防
災
対
策
は

万
全
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
町
の
防
災
行
政

無
線
に
よ
る
避
難
訓
練
を

実
施
。
災
害
へ
の
対
応
を

関
係
者
間
で
共
有
し
た
。

答答

答

教育委員会と
して、学校と
の対応は

１１月１０日に行われた消防防災総合訓練

答

問問

問

問

問問問 問

問

答

 　「吉岡町学校
　 運営協議会」
　 と協力

岩
い わ ざ き

﨑  信
の ぶ ゆ き

幸  議員

録画映像は
こちらをCHECK

　  

自
主
防
災
組
織
を
支
え
て
頂
く
よ
う
周
知
支
援

防
災
士
の
育
成
と
補
助
で
の
支
援
を

答

渋
川
広
域
と
で
検
討
す

る
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、

防
災
・
防
犯
を
。

町
民
生
活
課
長　
協

定
を
結
ん
だ
、
ぐ
ん

ま
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
と

協
議
。障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

現
状
と
施
策
は
。

町
長　
令
和
２
年
１

月
19
日
に
、
吉
中
体

育
館
で
県
主
催
の
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど

多
種
の
競
技
が
行
わ
れ

る
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
と
全
般
の
施
策
は
。

町
長　
ス
ポ
ー
ツ
協

会
主
催
の
事
業
と
、

各
専
門
部
で
の
行
事
や
大

会
で
推
進
し
て
い
く
。

答

答答答答

問問問 答答答

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他
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福
祉
避
難
所
に
関
す

る
情
報
の
周
知
徹
底

は
。

町
民
生
活
課
長　
福

祉
避
難
所
の
在
り
方

な
ど
を
、
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
災
害
時
に
混
乱
し

な
い
よ
う
住
民
に
周
知
し

た
い
。６

月
議
会
の
答
弁
で

は
指
定
避
難
所
５
カ

所
の
収
容
人
数
は
１
万
７

０
０
人
だ
っ
た
。
残
り
５

カ
所
に
つ
い
て
の
収
容
人

数
は
。町

長　
役
場
を
は
じ

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
・
文
化
セ
ン

タ
ー
は
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
社
会
体
育
館
は

救
援
物
資
広
域
集
積
所
の

利
用
を
予
定
。

　
今
後
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
で
収
容
人
数
を

示
し
た
い
。

令和２年度完成を目指して工事中（林道粟籠・井堤線）

葊
ひ ろ し ま

嶋　隆
たかし

  議員

高
齢
者
や
障
害
者
ら

災
害
弱
者
を
受
け
入

れ
る
福
祉
避
難
所
の
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
は
。

町
長　
現
在
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。

来
年
度
見
直
し
す
る
地

域
防
災
計
画
の
中
で
策

定
。

福
祉
避
難
所
の
対
象

者
の
把
握
と
、
利
用

可
能
な
施
設
の
検
討
は
。

健
康
福
祉
課
長　

現

在
、
具
体
的
な
数
字

は
な
い
。
要
支
援
者
名
簿

や
町
内
介
護
施
設
な
ど
の

人
数
を
考
え
合
わ
せ
策
定
。

町
民
生
活
課
長　
保

健
セ
ン
タ
ー
以
外

に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
考
え
て
い
る
。

問問

問問

答答答

答

答

 　来年度地域
　 防災計画で
　 策定

福祉避難所の
運営マニュアル
の有無は

答

　  

来
年
度
総
合
計
画
の
中
で
検
討

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
へ
の
考
え
は

答

録画映像は
こちらをCHECK

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

拡
張
工
事
に
つ
い

て
、
町
長
は
今
後
ど
の
よ

う
に
推
し
進
め
る
の
か
。

町
長　

見
直
し
に

は
、
今
の
八
幡
山
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
担
っ
て
い
る

吉
中
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

的
役
割
や
、
多
目
的
屋
外

運
動
場
と
の
位
置
づ
け
な

ど
、
来
年
度
策
定
予
定
の

吉
岡
町
総
合
計
画
で
、
公

園
計
画
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
に
か
か
る
方
向
性
を

取
り
ま
と
め
て
い
く
中

で
、改
め
て
検
討
し
た
い
。

林
道
粟あ

わ
ご
も
り籠

・
井い

で堤
線

に
つ
い
て
、
自
害
沢

９
号
堰え

ん
て
い堤

の
発
見
や
、
滝

の
沢
川
近
く
で
残
土
の
埋

め
立
て
が
、
工
事
に
影
響

が
あ
る
の
か
。

町
長　

自
害
沢
９
号

堰
堤
の
発
掘
調
査
が

手
際
よ
く
終
わ
っ
た
の
で
、

工
事
へ
の
支
障
は
わ
ず
か
。

現
段
階
で
は
進
捗
状
況
に

大
き
な
影
響
は
な
い
。

産
業
建
設
課
長　
自

害
沢
９
号
堰
堤
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
設

計
変
更
を
行
っ
た
が
、
大

き
な
工
期
延
期
は
な
い
。

ま
た
、
残
土
の
埋
め
立
て

も
影
響
は
な
い
。
令
和
２

年
度
を
完
成
予
定
に
し
て

い
る
が
、
町
道
部
分
に
つ

い
て
は
、
滝
の
沢
川
の  

「
※
洗
い
越
し
」
の
占
用

許
可
が
県
渋
川
土
木
事
務

所
か
ら
回
答
を
得
て
い
な

い
。
時
期
を
見
て
、
回
答

を
得
た
い
。

問問 答答

答※
洗
い
越
し

川
に
橋
を
架
け
ず
に
、
道

路
と
川
が
平
面
交
差
し
て

い
る
構
造
の
こ
と
。

ミ
ニ
解
説

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
他
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デ
・
レ
イ
ケ
自
害
沢

９
号
堰
堤
は
発
掘
調

査
で
全ぜ

ん
ぼ
う貌

が
確
認
さ
れ

た
。
町
の
文
化
財
調
査
報

告
書
第
３
集
遺
跡
詳
細
分

布
調
査
報
告
書
へ
の
追
加

記
入
を
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
町
の
図
書
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
に

つ
い
て
は
、
追
加
記
入
を

し
た
い
。

新
駅
は
進
め
る
の

か
、進
め
な
い
の
か
。

上
越
新
幹
線
榛
名
ト

ン
ネ
ル
の
井
戸
枯
れ

補
償
の
渇
水
対
策
施
設

は
、
基
金
と
水
道
会
計
か

ら
の
６
０
０
万
円
で
補
填

し
て
い
る
。
基
金
の
原
資

の
約
５
億
円
は
、
現
在
８

６
０
０
万
円
で
、あ
と
４
・

５
年
で
枯
渇
す
る
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し

と
な
る
の
か
。

町
長　
安
定
的
な
農

業
用
水
や
水
道
水
を

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
会
計
の
財
源
で
対
応

し
て
い
く
し
か
な
い
。

現
在
、
渇
水
対
策
施

設
の
水
の
運
用
方
法

は
。

産
業
建
設
課
長　
農

業
用
水
で
群
馬
用

水
・
明
治
用
水
と
も
に
利

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
水

道
水
の
自
己
水
源
と
し
て

活
用
。
雑
用
水
と
し
て
小

倉
ブ
ド
ウ
園
で
も
利
用
。

渇
水
対
策
施
設
の
維

持
管
理
費
は
年
間
数

千
万
円
。
財
源
確
保
の
た

め
に
、
豊
富
で
き
れ
い
な

水
の
利
用
は
。

産
業
建
設
課
長　
過

去
に
小
水
力
発
電
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
で
、

財
源
確
保
を
検
討
し
た

が
、
事
業
化
に
至
っ
て
い

な
い
。町

の
人
口
は
、
平
成

元
年
１
万
３
千
人
で

30
年
は
２
万
１
千
人
の
約

１
・
６
倍
増
。
町
税
は
８

億
４
７
０
０
万
円
か
ら
25

億
５
千
万
円
で
約
３
倍
の

増
。
扶
助
費
は
２
億
１
千

万
円
か
ら
18
億
６
千
万
円

の
約
８
倍
増
。
渇
水
対
策

施
設
維
持
管
理
の
財
源
確

保
を
。産

業
建
設
課
長　
維

持
管
理
の
方
法
、
施

設
の
あ
り
方
や
、
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
も
、
関

係
機
関
と
協
議
・
検
討
。

森
田
家
住
宅
が
町
指

定
重
要
文
化
財
に
な

っ
た
が
、
防
火
対
策
は
。

町
長　
個
人
の
所
有

で
、
基
本
的
に
は
所

有
者
の
防
火
管
理
。町
は
、

消
防
署
な
ど
か
ら
の
指
導

を
伝
達
。
消
火
栓
の
場
所

の
確
認
な
ど
所
有
者
と
行

っ
て
い
る
。

消
防
防
災
総
合
訓
練

に
、
災
害
対
策
本
部

長
と
し
て
参
加
し
た
町
長

の
所
感
は
。

町
長　
初
め
て
の
町

全
体
の
訓
練
で
、
反

省
点
も
多
く
あ
る
が
、
訓

練
を
重
ね
る
こ
と
で
実
際

の
災
害
に
対
応
し
得
る
体

制
が
で
き
る
と
考
え
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
は
２
つ
の

核
と
し
て
駒
寄
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
と
Ｊ
Ｒ
新
駅
が
あ

る
。
新
駅
に
つ
い
て
の
町

長
の
見
解
は
。

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
検
討
し
た

い
。

答

答答

答

答答答

いいのか渇水
対策基金枯渇

全貌が現れたデ・レイケ自害沢９号堰堤

答

問

問

問問

問問問

問問

 　一般会計財源で
　 対応しかない

金
か な や

谷  康
や す ひ ろ

弘  議員

録画映像は
こちらをCHECK

　  

追
加
記
入
を
対
応

自
害
沢
９
号
堰
堤 

文
化
財
報
告
書
の
追
記
を

答

町
長　
公
共
交
通
の

要
。
必
要
性
を
感
じ

る
。 答答

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他
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教
育
長　
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
雨
水

な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う
、

お
願
い
を
し
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

北

側
側
溝
の
流
れ
は
Ｊ

Ｒ
線
路
側
溝
に
入
る
た
め
、

必
要
と
な
る
Ｊ
Ｒ
と
の
協

議
を
行
い
検
討
す
る
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

北
、
長
坂
踏
切
付
近

の
雨
水
排
水
の
、
現
状
と

今
後
の
対
応
策
は
。

産
業
建
設
課
長　
過

去
に
対
策
し
た
箇
所

だ
が
、
そ
の
後
の
気
象
な

ど
の
状
況
変
化
に
、
対
応

し
き
れ
て
い
な
い
面
が
見

受
け
ら
れ
る
。
再
確
認
し

て
対
策
を
講
じ
る
。

災
害
対
応
設
備
な
ど

の
、
事
前
機
能
確
認

の
点
検
計
画
と
進
捗
状
況

は
。

町
民
生
活
課
長　
点

検
作
業
は
進
ん
で
い

な
い
。
県
内
で
は
台
風
の

た
め
、
警
戒
区
域
外
で
の

災
害
発
生
も
あ
り
、
見
直

し
は
必
要
。
今
後
、
国
や

県
の
災
害
区
域
見
直
し
と

併
せ
て
、
設
備
点
検
し
、

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も

整
備
す
る
。

護岸工事が待たれる駒寄川の川岸
付近の住民は台風１９号で避難

飯
い い づ か

塚  憲
け ん じ

治  議員

上
越
線
西
側
方
面
、

駒
寄
地
域
の
根
本
的

排
水
改
善
策
は
。

産
業
建
設
課
長　

地

域
集
水
量
の
調
査
後
、

効
果
的
な
排
水
計
画
を
立

案
し
、
駒
寄
地
区
全
体
の

排
水
計
画
を
検
討
す
る
。

雨
水
に
よ
る
道
路
冠

水
と
路
肩
流
失
の
、

根
本
原
因
と
対
策
は
。

産
業
建
設
課
長　
側

溝
ふ
た
の
※
グ
レ
ー

チ
ン
グ
化
を
実
施
。
根
本

対
策
は
道
路
下
の
排
水
パ

イ
プ
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｒ
と

も
協
議
し
、
改
善
策
を
検

討
す
る
。

遊
水
池
化
し
た
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
。
北
側

側
溝
の
拡
幅
改
善
策
は
。

問

問

問

問問 答

答答答

答

答

 　地区全体の
　 排水計画を
　 調査・検討

駒寄地域の
雨水排水の
解決策は

答

　  

公
共
施
設
の
整
備
・
改
善
の
参
考
に
し
て
い
く

自
治
会
か
ら
の
危
険
箇
所
情
報
の
取
り
扱
い
は

答

録画映像は
こちらをCHECK

町
道
・
河
川
な
ど
の
危

険
箇
所
、改
善
整
備
は
。

町
長　
各
自
治
会
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報

は
防
災
訓
練
用
だ
が
、
道

路
や
公
共
施
設
な
ど
の
整

備
・
改
善
に
活
用
で
き
る

部
分
は
参
考
に
す
る
。

台
風
19
号
で
、
駒
寄

川
下
流
域
の
越
水
の

危
険
。
自
主
避
難
な
ど
発

生
。
こ
れ
ら
に
即
応
し
た

護
岸
整
備
対
策
は
。

産
業
建
設
課
長　

担

当
者
が
現
地
確
認
を

し
て
い
る
。
早
急
に
県
渋

川
土
木
事
務
所
に
、
護
岸

の
整
備
な
ど
を
要
望
す
る
。

駒
小
の
西
側
、
危
険

通
学
路
の
危
険
解
消

策
は
。産

業
建
設
課
長　

該

当
地
は
改
善
の
要
望

が
あ
り
、
検
討
は
し
て
い

る
。
今
後
は
、
学
校
・
警

察
な
ど
と
吉
岡
町
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
対
策
を
協
議
す
る
。

町
の
基
本
計
画
に
あ

る
基
幹
道
路「
漆
原
・

総
社
線
」
の
今
後
の
整
備

計
画
は
。

産
業
建
設
課
長　

準

備
は
開
始
し
て
い
る
。

今
後
は
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
変
更
の
手
続
き
や
道

路
詳
細
設
計
業
務
を
実
施
。

そ
の
後
、
用
地
調
査
業
務
、

用
地
買
収
、
工
事
着
手
と

進
め
る
予
定
。

町
に
少
な
い
公
園
。

自
治
会
主
体
の
公
園

づ
く
り
は
、
限
界
に
き
て

い
る
と
思
う
。
町
と
し
て

公
園
づ
く
り
に
取
り
組
む

べ
き
時
で
は
。

町
長　
現
況
と
課
題

を
整
理
し
、
公
園
広

場
は
、
緑
地
の
基
本
構
想

を
、今
後
策
定
し
て
い
く
。

問問問

問問

答答答

答答

※グレーチング
鉄でできた、金網状の側溝のふた。

ミニ
解説

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
他
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長
野
県
で
は
消
防
団

が
半
鐘
を
鳴
ら
し
た

と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
。

地
域
限
定
で
設
置
し
て
は
。

町
民
生
活
課
長　
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
考
え

な
が
ら
災
害
時
の
情
報

発
信
に
努
め
た
い
。

学
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
に

つ
い
て
、
児
童
生
徒

数
に
対
す
る
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
数
が
、

県
平
均
よ
り
少
な
い
よ

う
だ
が
。

台
風
19
号
で
、
漆
原

新
田
地
域
の
避
難
状

況
は
。町

長　
新
田
地
区
95

世
帯
２
６
３
人
に
対

し
て
、
社
会
体
育
館
に
３

世
帯
８
人
が
避
難
し
た
。

日
頃
の
訓
練
が
生
か

さ
れ
た
の
か
。ま
た
、

災
害
対
策
本
部
か
ら
自

治
会
長
へ
の
連
絡
は
。

町
民
生
活
課
長　

日

頃
の
訓
練
が
生
か
さ

れ
た
の
か
確
認
で
き
て
い

な
い
。
自
治
会
長
と
新
田

地
区
の
地
区
代
表
に
避
難

に
つ
い
て
電
話
連
絡
し
た
。

避
難
場
所
が
社
会
体

育
館
に
な
っ
た
理
由

は
。

町
民
生
活
課
長　
集

会
所
な
ど
の
検
討
も

し
た
が
、
収
容
人
数
が
分

散
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る

職
員
の
人
数
も
必
要
と
な

る
こ
と
を
考
慮
し
、
95
世

帯
２
６
３
人
の
収
容
が
可

能
な
施
設
で
な
け
れ
ば
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

視
覚
お
よ
び
聴
覚

の
障
害
者
や
、
寝
た

き
り
の
状
態
の
人
、
１
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

避
難
勧
告
の
対
処
は
。

町
民
生
活
課
長　
職

員
が
名
簿
対
象
者

を
調
べ
、
自
治
会
長
、
地

区
代
表
に
対
象
者
の
避
難

対
応
を
行
う
よ
う
連
絡
し

た
。

１
人
暮
ら
し
老
人
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
、
利
用
者
は
17
人
と

い
う
こ
と
だ
が
、
視
覚
お

よ
び
聴
覚
の
障
害
者
の
人

た
ち
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
拡
充
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

対

象
者
の
拡
大
を
検
討
。

台風１９号で
避難勧告が
出たが

答

問

問

問

問

問問

問

答

答答

答

答

　  

長
寿
命
化
計
画
を
来
年
度
中
に
策
定

児
童
館
の
改
築
計
画
は

答

 　新田地区で
　 ３世帯８人が
　 避難した

教
育
長　
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
室
を
中
心
に

整
備
し
て
い
る
が
、
各
校

が
比
較
的
大
規
模
校
で

分
母
が
大
き
く
な
る
た

め
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

教
育
長　
教
材
と
し

て
有
効
な
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
導
入
も
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。

飯
い い じ ま

島　衛
まもる

  議員

録画映像は
こちらをCHECK

建物の老朽化対策が求められる（児童館）

児
童
館
の
床
や
遊
具
、

家
具
が
傷
ん
で
い
る

が
、
改
築
の
計
画
は
。

町
長　
長
寿
命
化
計

画
を
来
年
度
中
に
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

デ
・
レ
イ
ケ
堰
堤
を

船
尾
滝
と
一
体
に
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
て

は
。 答

産
業
建
設
課
長　
防

災
教
育
の
側
面
で
、

防
災
・
減
災
効
果
が
わ
か

る
看
板
を
備
え
た
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
、
林
道
事
業
の

一
環
と
し
て
整
備
す
る
計

画
で
あ
る
。

問問 答

答 問 答答

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他
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未
満
と
低
い
。
子
ど
も
の

貧
困
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
現
在
、
時
代
に
即
し
た

就
学
援
助
制
度
の
利

用
は
全
国
平
均
が
約

15
％
。
吉
岡
町
で
は
５
％

防
災
総
合
訓
練
で
は
、
よ

り
高
い
危
機
管
理
を
持
っ

た
訓
練
が
で
き
た
。
他
の

事
業
は
実
現
に
向
け
準

備
・
検
討
中
。

町
長
の
施
政
方
針
の

中
で
、
駒
小
体
育
館

改
築
工
事
事
業
が
あ
る
。
来

年
の
卒
業
式
・
入
学
式
に
間

に
合
わ
せ
る
と
ス
タ
ー
ト

し
た
。
し
か
し
、
早
々
に
工

期
内
に
完
成
で
き
な
い
よ

う
な
報
告
。
工
期
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
で
物
事
が
進

ん
で
い
る
よ
う
だ
が
。

町
長　
最
初
か
ら
延

期
あ
り
き
で
は
無
か

っ
た
。
当
初
に
工
期
内
に

仕
上
げ
る
と
い
う
話
も

聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
に

突
発
的
な
内
容
な
ど
の

変
更
が
あ
っ
た
と
理
解

し
て
い
る
。

保
育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
の

給
食
費
を
無
料
と
す
る
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う

が
、
町
長
の
決
意
は
。

町
長　
町
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
制
度
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

榛
東
村
で
は
、
18
歳

程
度
ま
で
、
医
療
費

の
無
料
制
度
を
来
年
度
か

ら
実
施
す
る
。
全
国
ベ
ー

ス
で
も
３
割
く
ら
い
の
自

治
体
が
実
施
し
て
い
る
。

吉
岡
町
で
も
実
施
を
。

町
長　
検
討
課
題
と

し
た
い
。

保育園・幼稚園・小学校・中学校の給食費無料化が望まれる

小
こ い け

池  春
は る お

雄  議員

町
長
就
任
か
ら
８
カ

月
。
選
挙
公
約
で
こ

れ
ま
で
に
で
き
た
も
の
、
あ

る
い
は
道
半
ば
で
あ
る
も

の
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
思
う
が
、
現
時
点
の

選
挙
公
約
の
検
証
は
。

町
長　
公
約
実
現
で

は
、
町
長
20
％
・
副

町
長
・
教
育
長
10
％
の
給

与
減
額
。
準
備
が
整
っ
て

き
て
い
る
も
の
は
、
吉
中

生
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
い

ざ
な
い
で
１
０
０
人
分
の

当
選
、
手
話
言
語
条
例
の

本
定
例
会
で
の
提
案
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
、
役
場
窓
口

対
応
改
善
に
向
け
た
総
合

案
内
の
設
置
な
ど
。
消
防

問

問問

問問 答答

答

答

 　町長などの
　 給与カットなど選挙公約の

実現などの
検証は

答

　  

基
準
・
対
象
項
目
の
見
直
し
を
検
討

就
学
援
助
制
度
へ
時
代
に
即
し
た
対
応
を

答

録画映像は
こちらをCHECK

対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
。

教
育
長　
子
ど
も
た

ち
が
し
っ
か
り
と
義

務
教
育
を
受
け
て
、
力
を

つ
け
て
、
社
会
的
自
立
を

図
っ
て
い
く
こ
と
は
教
育

の
責
任
。
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
保
証
し
た
い
。

就
学
援
助
申
請
の
し
や
す

さ
、
わ
か
り
や
す
さ
を
早

速
改
善
。
援
助
基
準
の
見

直
し
、
支
給
対
象
項
目
の

追
加
も
検
討
中
。

町
に
は
福
祉
タ
ク
シ

ー
事
業
・
相
乗
り
推

奨
タ
ク
シ
ー
運
賃
等
助
成

事
業
と
２
つ
が
あ
る
が
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
改

善
を
。町

長　
両
制
度
の
一

本
化
な
ど
、
使
い
勝

手
の
よ
い
制
度
移
行
を

検
討
中
。

答

答 問

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
他
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議
会
を

 

傍
聴
し
て

★ 人と
ひ
議会広報常任委員が、「広聴」活動として、吉岡町で
活躍している「ひと」にインタビューをします。

木
こ ぐ れ

暮　俊
としゆき

之さん
（漆原西）

せ
ん
で
し
た
が
、
防
災

対
策
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
さ
ら
に
万
全
な

も
の
に
す
る
と
の
こ
と

で
安
心
し
ま
し
た
。
防

犯
対
策
に
関
し
て
も
積

極
的
に
吉
岡
町
は
取
り

組
ん
で
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
地

域
や
学
校
、
警
察
、
行

政
の
連
携
が
よ
く
機
能

し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
が
ワ
ン
チ

ー
ム
と
な
っ
て
安
心
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
街

づ
く
り
の
た
め
の
議
会

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り

は
読
ん
で
い
ま
す
が
、

今
回
初
め
て
議
会
を
傍

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
言
葉
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
や
空
気
感
は
議
会

だ
よ
り
と
は
違
い
緊
張

感
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

最
近
は
ネ
ッ
ト
で
の
配

信
で
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
の
課
題
や

方
向
性
を
知
る
の
に
と

て
も
良
い
機
会
で
し

た
。
一
般
質
問
は
台
風

19
号
の
後
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
防
災
関
連
か

ら
始
ま
り
、
防
犯
、
教

育
関
連
へ
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
吉
岡
町
は

大
き
な
被
害
は
あ
り
ま

－－

渋
川
広
域
消
防
署
と
は

岸
さ
ん　
渋
川
広
域
消
防
本
部
・

消
防
署
は
、
１
本
部
、
１
署
４
分

署
で
構
成
さ
れ
渋
川
市・吉
岡
町・

榛
東
村
を
管
轄
。
南
分
署
は
吉
岡

町・榛
東
村
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

－－

ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

岸
さ
ん　
火
災
・
救
急
・
救
助
な

ど
の
災
害
対
応
業
務
、
火
災
な
ど

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
建
物
・
消
火

設
備
の
検
査
や
防
災
訓
練
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
防
業
務

や
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に
対
応

す
る
た
め
の
、
救
急
講
習
も
重
要

な
仕
事
で
す
。

－－

町
で
は
若
い
子
育
て
世
代
が

多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
救
急
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
心
が
け
を
し

た
ら
良
い
で
す
か
。

岸
さ
ん　

小
さ
な
子
ど
も
の
死

亡
原
因
の
多
く
は
「
不
慮
の
事

故
」。
偶
発
的
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
子
ど
も
が
置
か
れ
た
環

境
を
子
ど
も
の
目
線
で
見
直
す

こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。 渋

川
広
域
消
防
署
南
分
署
長

岸き
し

　
　
　
賢け

ん

　
一い

ち

　
さ
ん

災
害
時
の
行
動
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

－－
令
和
元
年
は
各
地
で
、
台
風

関
連
の
被
害
が
続
き
ま
し
た
。
比

較
的
災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
吉
岡
町
で
す
が
、
普
段
か

ら
防
災
に
関
し
て
考
え
て
お
く

こ
と
は
。

岸
さ
ん　

町
配
布
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
想
定
さ
れ
る
災
害
種

別
ご
と
に
、
各
地
域
の
危
険
箇
所

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

も
と
に
、
災
害
時
に
「
ど
の
よ
う

な
行
動
を
取
る
の
か
」
を
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

－－

町
の
皆
様
に
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

岸
さ
ん　
12
月
か
ら
３
月
は
、
空

気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
で
す
。「
火
の
用
心
」

は
み
ん
な
の
努
め
、
火
気
の
取
り

扱
い
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
報
知
器

を
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家

庭
は
、
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
を

 

傍
聴
し
て

★ 人と
ひ

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 

他

老朽化により移転計画が進んでいる（南分署）

防
災
・
防
犯
は
ワ
ン
チ
ー
ム
で
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Q A&

次の議会は３月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
ぜひお越しください。
詳しい日程などは広報よしおか２月号に掲載されます。
また、町ホームページでもお知らせします。

皆さんの傍聴をお待ちしています

私もひとこと私もひとこと 新
技
術
が
進
む
建
設
業

須
す だ

田　和
か ず ひ さ

久さん
（漆原東）

問１

問２

問３

本定例会で審議した議案はいくつでしょうか。
Ａ．１０議案　　Ｂ．１５議案　　Ｃ．２５議案

組織機構改革後の町長部局は、何課でしょう。
Ａ．３課　　Ｂ．６課　　Ｃ．９課
	
一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．６人　　Ｂ．７人　　Ｃ．８人

応募方法　
 ・ はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、
    職業を書いてください。
 ・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
    「お便りコーナー」で紹介します。
応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局
応募期限　３月１日消印有効
賞品　正解者の中から抽選で５人に、図書カードをプ
レゼントします。当選者の発表は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

　前回の正解は１－Ｂ、２－Ｃ、３－Ａでした。

　
青
年
時
代
に
高
速
道
路

で
指
揮
す
る
現
場
監
督
に

憧
れ
、
還
暦
を
過
ぎ
て
も

こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

建
設
現
場
で
も
人
手
不
足

か
ら
効
率
化
が
求
め
ら
れ
、

パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
を
作

成
し
建
設
重
機
に
保
存
し

て
、
そ
の
重
機
が
衛
星
か

ら
の
電
波
を
受
け
て
動
く

こ
と
で
精
度
の
良
い
作
業

が
迅
速
に
行
わ
れ
て
い
る
。

測
量
も
現
場
監
督
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
操
作
に
よ
り
光
学

機
器
が
自
動
で
動
い
て
い

る
。
近
い
将
来
、
重
機
が

全
自
動
で
立
体
空
間
を
創

造
す
る
時
代
が
来
る
。
人
生

の
残
さ
れ
た
時
間
を
社

会
資
本
の
整
備
と
、
皆

様
が
安
心
安
全
な
暮
ら

し
が
出
来
る
様
に
社
会

貢
献
し
て
行
き
た
い
。

 表紙の写真

　年末の寒さが厳しくなるころ、小倉地区では乾
燥芋生産の最盛期を迎えます。榛名山麓の火山灰
の土壌、冷たく乾燥した空っ風と穏やかな冬の太
陽に育まれた、昔ながらの手作りの味は、世代を
超えて受け継がれてきた地元の特産品です。素朴
な甘さは、お年寄りから子どもまで幅広い年齢層
に愛され、喜ばれています。

全国町村議会議長会
創立７０周年記念表彰

　小池春雄議員が町村議会議員３０年以上
在職者として、永年功労者表彰を受賞しま
した。

タブレット・スマートフォン
の取り決めについて

　議員が会議中に、その会議に関係する例規
など資料を閲覧するために、タブレット・ス
マートフォンを使用できることにしました。
また、それに伴い、会議の目的外での使用
や、操作音を出すこと、通話・メール・SNS
投稿など外部と
の通信、無許可
での撮影・録画・
録音などを禁止
する取り決めを
定めました。

定
例
会

条
例 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

ひ
と
☆
人 
他
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編
集
後
記

　勤労者協和会は会長の坂田昭二さんを中心
に、河川清掃・除草作業、河床の生態調査など
の活動を行っています。 また、年４回河川の水
質調査を行い、毎年の推移を確認しています。
　ソフトボール大会・バーベキュー・餅つき大
会や、年に１回の県外視察研修も行っています。
夏祭りなど地域の活動にも積極的に協力してい
ます。 地域の住民と交流する中で、新たに引っ
越してきた若い世代の会員も増えています。
　３２年間の活動の結果、今では小魚やエビも
確認できるようになりました。 しかし、まだ汚

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。本
年
も「
よ
し
お
か

議
会
だ
よ
り
」を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
編
集
委
員
６
人
の
う
ち
、私

た
ち
４
人
の
新
人
議
員
も
３

回
、編
集
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、町
民
の
目
線
で
、読

者
皆
様
の
読
み
や
す
い
、議
会

の
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
記
事

を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
希
望

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
飯
塚
　
憲
治
）

吉岡町
勤労者協和会
吉岡町

勤労者協和会
を紹介しますを紹介します

3

染数値の高い所があり、川面に泡が浮いていた
り変な臭いがしたりする所もあります。私たち
は、自分たちの住む町の川を見て、沢山の人が
「住んでよかった」と思えるようにしていくこ
と。川上に住む住民として、この水を下流で利
用する人たちのことを考えていかなければな
らないと思っています。
　たくさんの人に活動主旨に賛同いただき、一
緒に活動してくださることを願っています。
  お問い合わせ：会長 坂田 昭二さん

０９０‒５７７１‒５６２３

編
集
委
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